
平成21年１月宮崎県臨時県議会

商工建設常任委員会会議録

平成21年１月22日

場 所 第５委員会室



- 1 -

平成21年１月22日（木曜日）

午前10時30分開会

会議に付託された議案等

○議案第１号 平成20年度宮崎県一般会計補正

予算（第３号）

○その他報告事項

・ セーフティネット保証（５号 」の承諾状況「 ）

について

・雇用・労働に関する最近の動きについて

出席委員（７人）

委 員 長 十 屋 幸 平

副 委 員 長 河 野 安 幸

委 員 星 原 透

委 員 水 間 篤 典

委 員 濵 砂 守

委 員 武 井 俊 輔

委 員 河 野 哲 也

欠席委員（１人）

委 員 外 山 良 治

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

商工観光労働部

商工観光労働部長 高 山 幹 男

商工観光労働部次長 河 野 富二喜

企業立地推進局長 矢 野 好 孝

観光交流推進局長 江 上 仁 訓

部参事兼商工政策課長 内枦保 博 秋

工 業 支 援 課 長 森 幸 男

商 業 支 援 課 長 工 藤 良 長

経 営 金 融 課 長 古 賀 孝 士

労 働 政 策 課 長 押 川 利 孝

地域雇用対策監 金 丸 裕 一

企業立地推進局次長 長 嶺 泰 弘

商工観光労働部副参事 藤 野 秀 策

観 光 推 進 課 長 橋 口 貴 至

みやざきアピール課長 甲 斐 陸 教

工業技術センター所長 河 野 雄 三

食品開発センター所長 青 山 好 文

県立産業技術専門校長 西 盾 夫

県土整備部

県 土 整 備 部 長 山 田 康 夫

県土整備部次長
濵 砂 公 一

（ 総 括 ）

県土整備部次長
岡 田 義 美

(道路･河川･港湾担当)

県土整備部次長
児 玉 宏 紀

(都市計画･建築担当)

高速道対策局長 渡 辺 学

部参事兼管理課長 持 原 道 雄

部参事兼用地対策課長 小 野 健 一

技 術 企 画 課 長 岡 田 健 了

工 事 検 査 課 長 冨 髙 康 夫

道 路 建 設 課 長 山 﨑 芳 樹

菓子野 信 男
道 路 保 全 課
総 括 課 長 補 佐

河 川 課 長 岩 切 立 雄

ダ ム 対 策 監 小 城 文 男

砂 防 課 長 桑 畑 則 幸

港 湾 課 長 竹 内 広 介

空 港 ・ ポ ー ト
前 田 安 徳

セールス対策監

都 市 計 画 課 長 黒 田 博 司

公園下水道課長 平 田 一 善

建 築 住 宅 課 長 藤 原 憲 一

営 繕 課 長 佐 藤 徳 一

施設保全対策監 新 川 正 文
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高速道対策局次長 渡 邊 純 教

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 山 中 康 二

議 事 課 主 査 大 下 香

ただいまから商工建設常任委員○十屋委員長

会を開会いたします。

まず、委員席の変更についてであります。坂

元裕一委員が昨年12月25日付で県議会議員を辞

職されましたので、それに伴い、委員席を変更

したいと思います。委員席については、現在お

座りの仮席のとおり決定してよろしいでしょう

か。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○十屋委員長

します。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

す。日程案につきましては、お手元に配付のと

おりでありますが、御異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○十屋委員長

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時31分休憩

午前10時33分再開

委員会を再開いたします。○十屋委員長

本委員会に付託されました議案、報告事項の

説明を求めます。

なお、委員の質疑は執行部の説明がすべて終

了した後にお願いいたします。

それでは、御説明さ○高山商工観光労働部長

せていただきたいと思います。

本日は、お配りしております常任委員会資料

の表紙の目次をごらんいただきたいと存じます

けれども、平成20年度１月補正予算案、それか

、ら最近の金融・雇用状況につきまして２点ほど

御説明させていただきたいと存じます。

まず、１ページをおあけいただきたいと思い

ます。平成20年度商工観光労働部１月補正予算

案でございますが、今回の補正は、経済・雇用

緊急対策に係るものでございまして、補正前の

一般会計歳出予算が421億2,495万7,000円、今回

お願いしております補正額が15億8,498万6,000

、 。円 補正後合計が437億994万3,000円となります

具体的な事業を 下の表に取りまとめました 経、 「

済・雇用緊急対策」における体系に沿って御説

明いたします。

経済対策のうち金融対策といたしまして、中

小企業融資制度の融資枠を拡大するために15億

円の補正をお願いしております。次に、県民生

活に直結する公共事業等による県内経済への波

及を目指すものとしまして、木崎浜海岸緊急環

境整備事業及び「おもてなし日本一」観光案内

標識整備事業をお願いいたしております。さら

に、雇用創出につながる対策といたしまして、

ものづくり産業新事業展開支援事業によりまし

て、中小企業の新製品開発等を支援いたしまし

て、県内企業の競争力の強化等を図ることとい

たしております。

また、雇用対策といたしまして、雇用の場の

確保、就労支援のために、ＩＴ関連産業振興事

業によりまして、コールセンターへの就職支援

のための研修を追加して行いますほか、春季観

光ＰＲ強化事業におきまして、臨時の観光案内

。相談員の配置等を行うことといたしております

次に、繰越明許費の追加についてでございま

す。ただいま御説明しました木崎浜海岸緊急環

境整備事業と「おもてなし日本一」観光案内標
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識整備事業につきましては、その一部を21年度

に繰り越しいたしたく、繰越明許費の追加をお

願いするものでございます｡

以上、御説明いたしましたけれども、本県経

済をめぐる情勢が厳しさを増す中で、これらの

事業を早急に実施することによりまして、雇用

の維持・創出と県内経済の回復を図ってまいり

たいと考えております。

予算案の詳細及び報告事項につきましては、

担当課長より御説明いたしますので、よろしく

御審議のほどお願い申し上げます。私からは以

上でございます。

工業支援課の平成20年度１○森工業支援課長

月補正につきまして御説明いたします。

お手元の歳出予算説明資料の51ページをお願

。 、いいたします 当課でお願いしておりますのは

補正額5,000万円の増額でございます。補正後の

額は、36億3,978万4,000円となります。

それでは、補正予算の内容について御説明い

。 。（ ）たします 53ページをお願いいたします 事項

新事業創出環境整備事業費におきまして、説明

の欄にございます○ものづくり産業新事業展開新

支援事業といたしまして5,000万円をお願いして

おります。補正の理由につきましては、経済・

雇用緊急対策によるものでございます。財源は

一般財源となっております。

事業の詳細につきまして御説明したいと思い

ます。商工建設常任委員会資料の２ページをお

願いいたします。まず、１の事業目的でござい

ます。昨年３月25日に企業立地促進法に基づき

ます本県の基本計画といたしまして、国の同意

を受けました宮崎県地域産業集積・活性化基本

計画におきまして、集積を図ると対象に指定い

、たしました４つの業種の中小企業につきまして

すぐれた技術やアイデア等を生かして取り組む

新製品等の開発や販路開拓を支援することによ

りまして、県内産業の技術力の向上、競争力の

強化を推進するものでございます。

２の事業概要でございますけれども （１）の、

事業スキームでございます。県が平成20年度中

に補助金5,000万円を県の産業支援財団に支出い

たしまして、財団に基金を造成いたします。財

団におきましては、毎年度、この基金を取り崩

しながら助成事業を行うことといたしておりま

す。支援対象となりますのは、輸送機械関連、

電子・精密関連、バイオ関連、ＩＴ関連の４つ

の業種としております。

次に （２）助成事業の概要でございます。ま、

ず、①の新製品・新技術開発支援事業でござい

ますが、試作品の製作や市場動向調査など、新

製品・新技術の開発の取り組みを支援すること

としておりまして、補助率が２分の１以内、１

件当たりの補助限度額250万円、事業期間は２年

間を予定しております。次に、②の販路開拓支

援事業でございますが、新製品の展示会出展等

の販路開拓を支援することとしております。補

助率が３分の２以内、１件当たりの補助限度額

は40万円以内、グループの場合、100万円という

ことにしております。事業期間は１年でござい

ます。

（３）の事業期間でございますけれども、基

金の造成につきましては平成20年度中に行いま

して、その後、この基金を取り崩す形で助成を

やっていくことといたしております。年に複数

回公募いたしまして、平成21年度から23年度ま

での３年間の間に中小企業に対して交付決定を

行うということにいたしております。

最後に、４の事業効果でございますが、県内

中小企業の新製品あるいは販路開拓の取り組み

を支援する、さらに企業の負担を軽減する、こ
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ういうことを通じまして、技術開発への挑戦や

展示会を通じました企業意欲の喚起を図るとと

もに、雇用の拡大あるいは誘致企業の受け皿と

なる下請企業群の育成を図ってまいりたいとい

うふうに考えておるところでございます。以上

でございます。

商業支援課の平成20年度○工藤商業支援課長

１月補正予算について御説明いたします。

お手元の歳出予算説明資料の55ページをお開

きください。当課でお願いしておりますのは、

補正額347万3,000円の増額であります。補正後

の額は６億5,305万円となります。

それでは、補正予算の内容について御説明い

たします。同じく57ページをお開きください。

（事項）ＩＴ関連産業振興事業費347万3,000円

の増額でございます。

詳細につきましては、常任委員会資料のほう

で説明いたします。委員会資料の３ページをご

。 、 。らんください まず １の事業目的であります

厳しい経済情勢により、離職を余儀なくされた

離職者等に対して、求人のあるコールセンター

への就業支援を緊急に行うため コールセンター、

就職支援研修を追加して実施するものでありま

す。

２の事業概要であります。コールセンターの

就職支援研修は、今年度分は既に昨年の11月に

終了しておりますが、今後、追加して３回実施

いたします。定員は１回当たり30名程度、内容

につきましては、初歩的な電話応対及び基本的

なパソコン操作についての研修や、コールセン

ター企業からの企業概要説明及び求人案内など

を行います。研修期間は５日間であります。

３の補正額であります。347万3,000円の増額

であります。

４の事業効果であります。コールセンターは

景気失速の影響が少なく、引き続き求人を行っ

ておりますので、離職者の皆さんの再就職促進

に効果が期待できるものと考えております。

商業支援課分は以上でございます。

経営金融課の１月補正予○古賀経営金融課長

算について御説明申し上げます。

お手元の平成20年度１月補正歳出予算説明資

料の経営金融課のインデックスのところ 59ペー、

ジをお開きいただきたいと思います。今回の補

正は、一般会計の15億円の増額でございます。

この結果、補正後の予算は、一般会計と特別会

計合わせまして358億6,644万4,000円でございま

す。

次に、61ページをお開きください。補正の内

容についてでありますが、経済・雇用緊急対策

の実施に伴い、中小企業融資制度貸付金を15億

円増額するものであります。

詳細につきまして、お手元の委員会資料で御

説明申し上げます。委員会資料の４ページをお

。 、願いいたします １の事業目的でございますが

現在、景気の急速な悪化により、中小企業を取

り巻く経営環境は一段と厳しさを増しておりま

す。このため、県では、10月末に国が創設いた

しました緊急保証制度と連動して、セーフティ

ネット貸付の業種拡大や要件緩和を行うととも

に、融資枠を拡大してまいりましたけれども、

年度末に向けた資金需要にこたえるため、さら

に融資枠を拡大し、県内中小企業の金融の円滑

化を図るものであります。

２の事業の概要でありますが セーフティネッ、

ト貸付については、急速に需要が高まっており

ますことから、今後の資金需要に万全を期する

ため、融資枠を現行の120億円から、さらに30億

円増額し150億円とするものであります。

３の補正額でありますが、融資枠30億円増額



- 5 -

するための貸付原資15億円をお願いするもので

あります。これにより中小企業融資制度貸付金

の予算は、補正前283億8,381万5,000円が、補正

後は298億8,381万5,000円となります。

４の事業効果でありますが、厳しい経営環境

にある中小企業の経営安定、ひいては雇用の維

持・確保を図ることができるものと考えており

ます。

補正予算については以上でございます。

次に、最近の金融状況について御説明いたし

ます。

委員会資料の８ページをごらんください。初

めに、セーフティネット保証（５号）の承諾状

況についてであります。１の12月30日現在の申

し込み件数、承諾件数の状況でありますが、グ

ラフにありますように、12月に急増しておりま

す。申し込み件数は、11月、100件だったもの

が、12月は526件と約５倍、承諾件数は11月、71

件だったものが、12月は502件と約７倍となって

おります。下の表の合計欄を見ていただきます

と、12月末現在、申し込みが889件、保証承諾し

たのが822件となっており、この差の67件の内訳

は、調査中が18件、取り下げが９件、否決40件

となっております。否決の主な理由といたしま

しては、債務超過などにより返済計画が立たな

いケースと聞いております。

２の保証承諾額の状況でありますが、グラフ

にありますように、11月と12月を比較いたしま

すと、協会全体で11月の14億5,510万円であった

ものが、12月は4.5倍の65億1,241万円、県制度

で申し上げますと、11月、７億1,850万円であっ

たものが、12月は5.4倍の39億528万円と急増し

ております。下の表には今年度４月から12月30

日までの累計を示しておりますが、保証協会の

セーフティネット保証（５号）全体で、保証承

諾は822件の128億101万2,000円、このうち県制

度は515件の71億2,998万2,000円となっておりま

す。

３の県の年末の金融相談の状況であります

が、12月27日から30日までの４日間で電話相談

、 。が14件 面談が５件の計19件となっております

なお、今月、１月５日から20日までにも26件の

相談があっております。

次に、９ページをお開きください。緊急保証

制度に係る市町村への相談及び認定状況につい

てであります。市町村ごとに制度が創設されま

した10月31日から12月30日までの相談件数、認

定申請件数、認定件数を示しております。合計

欄を見ていただきますと、相談件数が1,298件、

認定申請件数が1,017件、認定件数が1,015件と

なっております。相談内容といたしましては、

制度の設立当初は制度の内容、概要についての

問い合わせが多かったと聞いております。ま

た、12月になりますと、対象業種の確認や提出

資料の確認など、認定申請に係る具体的な相談

がふえてきていると聞いております。申請件数

と認定件数の間に２件の差がございますが、１

件は１月に承諾されており、もう一件は未提出

。書類があるため保留しているケースであります

書類が提出され要件の確認ができ次第、認定さ

れる見込みと聞いております。

経営金融課については以上でございます。

雇用・労働に関する最近○押川労働政策課長

の動きにつきまして御説明いたします。

委員会資料の10ページをお開きいただきたい

と存じます。まず、１の完全失業率の推移につ

いてでございます。これは、注１にありますよ

うに、総務省の労働力調査によるものでありま

して 平成18年が全国が4.1％ 本県が3.6％ 19、 、 、

年が全国が3.9％、本県が3.5％となっておりま
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す。また、ことしの全国の完全失業率につきま

しては、表のとおり、４％前後で推移しており

ます。

次に、２の非正規労働者の雇いどめ等の状況

についてでございます。これは、全国のハロー

ワークが企業の聞き取り調査を行ったものでご

ざいまして、県内では約120社の調査がなされて

おります。これによりますと、昨年10月からこ

とし３月までの間に全国で８万5,012人、県内

で1,200人の非正規労働者の雇いどめ等が見込ま

れております。内訳といたしましては、全国で

は派遣が５万7,300人、契約が１万5,737人、請

負が7,938人、その他が4,037人となっており、

県内では派遣が806人、契約が64人、請負が310

人、その他が20人となっております。

次に、３の平成21年春卒業予定者の内定状況

等についてでございます。まず （１）の内定状、

況でありますが、平成20年11月末現在で、大学

生の内定率が52.3％であり、昨年同期比では4.9

ポイントの低下、高校生の内定率が74.9％であ

、 。 、り 昨年同期比と同率となっております また

（２）の新規学校卒業者の採用内定取り消しの

状況についてでありますが､これは、職業安定法

施行規則により「採用内定取り消しを行おうと

する場合は、あらかじめハローワーク等に通知

すること」とされておりますことから、その状

況をまとめたものでございまして、平成20年12

月19日現在、全国で769人、九州で145人となっ

ております。本県におきましては、県内事業所

、による内定取り消しは把握されておりませんが

注２に記載しておりますように、県外事業所に

よる内定取り消しが３人確認されております。

次に、11ページをお開きください。４の有効

求人倍率の推移についてであります。まず、全

国の有効求人倍率は、18年度が1.06倍、19年度

が1.02倍と、１倍以上の求人倍率を超えており

ますが、一昨年の12月以降、１倍を割り込み、

直近の昨年11月では0.76倍となっております。

また 本県でも 18年度が0.70倍 19年度が0.65、 、 、

、 。倍 昨年11月が0.48倍と低下が続いております

九州各県におきましても、唯一１倍以上の有効

求人倍率でありました大分県が0.68倍となるな

ど、いずれも低下傾向が続いており、大変厳し

い雇用情勢となっております。

最後に、５の県の年末労働相談状況について

でございます。県では、今回の厳しい雇用情勢

を踏まえまして、経済・雇用緊急対策の一環と

しまして、昨年の12月27日から30日までの４日

間、労働政策課と日南、都城、延岡の各総務商

工センターに相談窓口を設置しまして、労働相

談を実施いたしました。相談は、職員と、労働

政策課に社会保険労務士でございます労働施策

アドバイザーを配置しまして行いましたが、全

体で25件の相談がございました。相談内容とい

たしましては、表にありますとおり、県の臨時

職員の雇用に関する相談が最も多く11件 解雇・、

雇いどめに関する相談が４件、住宅・生活資金

に関する相談が４件、職業紹介に関する相談が

、 、３件 雇用保険の受給資格に関する相談が２件

未払い賃金に関する相談が１件となっておりま

す。

なお、資料にはございませんが、通常実施し

ております労働相談窓口におきましては､ことし

１月に入りまして25件の相談がございました。

県の臨時職員の雇用に関する相談や解雇などの

労働条件に関する相談が多くなっております。

また、宮崎労働局や宮崎市と共同で、昨日、ハ

ローワーク宮崎に就業・生活緊急相談窓口を設

置しましたが、就職や生活に関する相談など、

全体で15件の相談がありました。この相談窓口
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は、今後も関係機関と連携しながら、毎週水曜

日の午後に実施する予定でございます。

説明は以上でございます。

観光推進課の１月補正予○橋口観光推進課長

算について御説明いたします。

お手元の歳出予算説明資料の観光推進課のイ

ンデックスのところ、63ページをお開きいただ

きたいと思います。今回の補正は一般会計のみ

でございまして、2,292万8,000円の増額でござ

います。この結果、補正後の予算額は、一般会

計と特別会計合わせまして10億9,520万円でござ

います。

補正予算を計上いたしました事業について御

説明いたします。65ページでございます。補正

の内容についてでございますが、経済・雇用緊

急対策に伴います補正といたしまして （事項）、

スポーツランドみやざき推進事業費の説明欄１

にございますが、○木崎浜海岸緊急環境整備事新

業1,281万6,000円、また （事項）国内観光宣伝、

事業費の説明欄にございますが、○春季観光Ｐ新

Ｒ強化事業で1,011万2,000円を、それぞれ増額

補正するものでございます｡

詳細につきましては、お手元の委員会資料の

ほうで説明をいたします。委員会資料の５ペー

ジをお開きいただきたいと思います。木崎浜海

岸緊急環境整備事業についてでございます。ま

ず、１の事業目的でございますが、本県におき

ましては、400キロと言われる海岸線など、すぐ

れた環境を生かしまして、サーフィンを初めと

するマリンスポーツを観光の新たな柱として、

県外客の誘致に取り組んでいるところでござい

ます。中でも、木崎浜海岸につきましては、年

間20万人を超えるサーフィン愛好者が訪れてお

りまして、また、シーズンを通じてサーフィン

大会が開催されるなど、県内最大のサーフポイ

ントとなっているところでございます。アクセ

ス道の一部が未舗装で、利用者の通行に支障を

来しているということから、その環境改善を図

ることによりまして、一層の利用促進を図ると

いうものでございます。

２の事業概要でございますけれども、木崎浜

海岸北側のアクセス道のコンクリート舗装を行

うものでございまして、３にありますよう

に、1,281万6,000円をお願いしております。

４の事業効果でございますが、本事業により

まして、世界大会等の大規模イベントの誘致、

あるいは県外からのサーフィン愛好者を呼び込

むことが一層容易になるということで、経済効

。 、果あるいは地域の活性化が見込まれます また

サーフィンを初めとするマリンスポーツの適地

としての発進力の向上、さらにはサーフィンを

きっかけとした移住にもつながっていくのでは

ないかと期待しているところでございます。

次に、６ページをごらんいただきたいと思い

ます。春季観光ＰＲ強化事業についてでござい

ます。１の事業目的にありますように、本県で

は ２月から３月にかけましてプロ野球 Ｊリー、 、

グなどのスポーツキャンプ、フラワーフェスタ

など開催されるわけですが、今年度は、ＷＢＣ

日本代表のキャンプが予定されておりまして、

例年にも増して県内外の注目を集めることが予

想されるところでございます。そこで、訪れた

県外観光客に対しまして、本県観光についての

十分な情報提供を行いますとともに、県内外で

のＰＲ活動等の一層の充実を図ることで、今後

の県外観光客の誘致に努めるものでございます｡

次に、２の事業概要でございますが （１）の、

臨時観光案内相談員の配置でございますけれど

も、これは、宮崎空港内に臨時観光案内相談員

を配置いたしまして、観光パンフレット等の配
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布を行いながら、きめ細かな案内を実施するこ

、 、とによりまして 来県者へのおもてなしの充実

県内での消費の拡大を図るものでございます。

次に （２）のＰＲ強化事業でございますけれ、

ども、これまでＰＲイベント等で多く配布され

て、観光客からも要望の高いパンフレット等を

作成いたしまして、ただいま申し上げました臨

時観光案内相談員が空港で配布いたしますとと

もに、県外事務所等とも連携しながら、２月、

３月に実施いたしますイベント等で積極的にＰ

Ｒを行うことといたしております。あわせて、

厳しい経営環境にございますホテルや旅館、観

光施設等にも配布いたしまして、そのＰＲ活動

を側面から支援したいというふうに考えておる

ところでございます。

３の事業費につきましては、相談員の賃金、

パンフレットの作成費等の支援として、1,011

万2,000円を計上いたしております。

４の事業効果につきましては、県外へのＰＲ

や、県外観光客へのきめ細かな情報提供等を行

うことで、県外観光客の増加や本県観光関連産

業の活性化が図られるのではないかというふう

に期待しているところでございます。

続きまして、繰越明許費について御説明いた

します。

お手元の平成21年１月臨時県議会提出議案の

５ページをお開きいただきたいと思います。繰

越明許費補正でございますが、追加でございま

。 、す 木崎浜海岸緊急環境整備事業につきまして

事業の工期が不足いたしますことから、895

万6,000円の繰り越しをお願いするものでござい

ます。

観光推進課関係は以上でございます。

みやざきアピー○甲斐みやざきアピール課長

。ル課の補正予算につきまして御説明いたします

お手元の平成20年度１月補正歳出予算説明資

。料の67ページをお開きいただきたいと思います

今回の補正は 一般会計におきまして858万5,000、

円の増額を行うものでございます。この結果、

補正後の予算額は１億2,607万円となります。

補正予算を計上した事業について御説明いた

します。69ページをお開きいただきたいと思い

。 、ます 補正の内容についてでありますけれども

経済・雇用緊急対策の実施に伴いまして、よう

こそみやざき観光案内標識整備事業の説明欄、

１の○「おもてなし日本一」観光案内標識整備新

事業で858万5,000円を増額補正するものでござ

います｡

詳細につきましては、お手元の委員会資料で

御説明させていただきますので、７ページをお

開きいただきたいと思います。まず、事業目的

でございますけれども、県境付近の道路に本県

への来訪を歓迎する歓迎板を設置する、それか

ら、広域案内板がまだ設置されていない主要な

観光地に案内板を新しく設置いたしまして、ま

た、既存の案内板をあわせて改修したいという

ことでございます。

２の事業概要でございますけれども、鹿児島

県との県境の都城市―霧島間の道路沿線上に県

境歓迎板「ようこそみやざきへ」を４カ国語で

表記しまして、これを１基新設したいと考えて

おります （２）の観光案内板の新設及び改修で。

ございます。広域観光案内板がまだ設置されて

いない県内の主要な観光地におきまして、新規

に設置しまして、また、内容更新が必要な既存

の案内板につきましては、改修を行いたいと考

えております。この広域観光案内板につきまし

ては、県内の地図を掲示しまして、そこに主要

な観光地、空港、港、駅を４カ国語で掲載をし

ます。それから、主な県内10カ所の主要な観光
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地の説明を日英２カ国語でする予定にしており

ます。それ以外に、自動車での移動に要する時

間等も掲載することにしております。

３の事業費でございますけれども、全部で858

万5,000円を予定しております。

４の事業効果でございますけれども、観光案

内板あるいは県境の歓迎板を設置することによ

りまして 「おもてなし日本一」の本県の取り組、

みをアピールし また 観光宮崎のイメージアッ、 、

プを図る、あわせまして観光客の利便性向上と

周遊促進を図りたいと考えております。

続きまして、繰越明許費について御説明いた

します。平成21年１月臨時県議会提出議案の５

ページをお開きいただきたいと思います。ただ

いま御説明いたしました「おもてなし日本一」

観光案内標識整備事業につきまして、事業の工

期が不足いたしますので、763万5,000円の繰り

越しをお願いするものでございます｡

みやざきアピール課は以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。

ありがとうございました。執行○十屋委員長

。部の議案と報告事項の説明が終了いたしました

質疑はありませんか。

今回の緊急対策の補正64億何がし○水間委員

ですが、とにかく、一日でも早く実行できるよ

うにやらないかんのですが、特に、４ページの

中小企業の融資制度のセーフティネットの貸付

金の問題をお聞きしますが、９ページには各市

、 、町村の相談状況 認定状況が出ているんですが

相談件数と認定申請件数、当然、申請したもの

は市町村がほとんど認定しているような状況で

。 、すね 相談件数と申請件数との違いというのは

ダブったものがあるのか、相談は相談だけなの

か、その辺をお聞かせいただけますか。

今、９ページをごらんい○古賀経営金融課長

ただいていると思いますが、例えば、宮崎市が

累計で相談件数が593件で認定申請件数が392件

ということで、約200件の差がございます。都城

が同じように見ていただきますと120件というこ

とで 特に宮崎市 都城市が件数的には多くなっ、 、

ております。そこで、宮崎市、都城市、それぞ

れ聞いてみたわけでございますけれども、まず

宮崎市の場合は、11月までは制度の概要に対す

る問い合わせが多かったと。ですから、具体的

な申請に至らない、相談のみで終わっている件

数が多かったということで伺っております。12

月になりますと、具体的に相談から申請に結び

つくものが多くなってきているということでご

ざいます。それと都城市のほうですけれども、

、 、都城市につきましては 金融機関からと事業者

ダブルで問い合わせがあっているケースが多い

というようなことを伺っております。以上でご

ざいます。

恐らく相談と申請とのダブりもあ○水間委員

るんだろうなと思っておるんですが、一つは、

せっかく国の言うセーフティネット また県も15、

億の融資枠をつくりながら30億の補正をし、全

体で150億ということですね。申請をし、市町村

、 、が認定したが 金融機関がそこで貸し渋りとか

あなたのところはだめと金融機関で判断してし

まう、信用保証協会まで行かないというような

実例はないのか。あるいは、今おっしゃった申

請件数はここに出ている。では、銀行まで何件

行ったのか、保証協会までは何件行ったのか、

実行されたのは何件なのか、そこらあたりの数

字は出ませんか。

市町村で認定された数字○古賀経営金融課長

と申しますのは、９ページをごらんいただきま

すと、1,015件というのがございます。それと、

８ページをごらんいただきますと、申し込みが
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あったのが889件ということでございますので、

この差が結局、金融機関の中で滞留しているの

か、もしくは中小企業者の方々がまだ手元に置

いていらっしゃるのかというような格好になる

と思います。それと金融機関の窓口で断られた

というような御質問でございますけれども、そ

。ういったケースもあるだろうと思っております

今後、そういった部分について、対応をうまく

やっていただきたいという表現が適当かどうか

わかりませんけれども、それにつきましては、

金融機関のほうに実は文書の要請も近々する予

定にいたしておりますし、さらに、金融機関の

融資担当者との意見交換会も近いうちに実施し

、 。ようということで今 計画をいたしております

ですから、少しでも中小企業者の方に本当に役

立つ運用ができるような格好で、引き続き制度

の改善については取り組んでまいりたいと思っ

ております。

今、課長からの話ですが、非常に○水間委員

大事なことで、市町村の窓口に行って、市町村

で認定をもらって、銀行で「いや、あなたのと

ころはだめですよ」と否決された40件、調査中

というのも18件ありますけれども、そこらあた

りが銀行だけの判断ではなくて、年間３％余の

売り上げが減ったとか、そういうものを加味し

ながら市町村は認定するわけですから、何もこ

こで市町村の認定を受けんでも直接銀行に行っ

たほうがましと。市の職員さん、地元の人が多

いわけですから、そういうことでしょうね。そ

こには銀行の融資担当者と話を詰めていただい

て、せっかくの貸付事業ですから、早くこれを

やらないと、この40件の債務超過等している人

たちも大変な面がありますから、そこは十分に

協議をしていただきたいと思います。

、 、○古賀経営金融課長 今 ございましたとおり

否決された40件の方はどうなるのかと。前回の

委員会でも同じような御意見が寄せられていま

した。これは否決ですからということではいけ

ないと思っております。この対策としまして、

経営指導員の研修会を２月の頭に実施しようと

思っております。これにつきましては、金融機

関の直接審査する方もしくは企業再生に直接携

わっている方等によって、いわゆる借りれるよ

うな経営改善計画のつくり方といいますか、も

しくは経営指導の仕方、このあたりについても

うちょっとスキルアップしてもらって、否決さ

れた方について何とかできるような方策を見出

していきたいと思っております。

早急な景気対策をよろしくお願い○水間委員

します。

。○濵砂委員 大まかなところを教えてください

まず、歳入なんですが、説明資料の歳入の中の

大きい金額が、これは基金だろうと思うんです

が、繰入金、それから県債は借入金ですね。諸

収入の15億5,000万円というのはどこから持って

きているんですか。

歳入予算説明資料の５○古賀経営金融課長

ページの15億円でよろしいんでしょうか。

歳入予算説明の１ページ、大まか○濵砂委員

は総務かと思うんですけれども、総務委員会に

、 。聞くわけにはいきませんので ここでわかれば

歳入の大きい金額が12の繰入金31億、これは恐

らく基金の取り崩しだと思うんですが、それか

ら14の諸収入の15億5,000万。

15億5,000万の中の15億で○古賀経営金融課長

ございますけれども、今回、貸付原資として支

出する分ですが、これについては、一回支出を

いたしまして ３月31日に金融機関からまた返っ、

てまいります。その返ってくる部分が15億円の

諸収入であります。
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わかりました。○濵砂委員

繰入金は基金取り崩しですね。これは何を崩

したんですか。

歳入予算説明資料の４○内枦保商工政策課長

、ページの繰入金のところに書いてございまして

基金繰入金31億円余のうち 財政調整積立金が30、

億円、産業廃棄物税基金が913万円余となってお

ります。

。○濵砂委員 県債はどこからの借り入れですか

同じく歳入予算説明資○内枦保商工政策課長

料の６ページのほうに農林水産業債、土木債、

警察債、教育債と書いてございますが、当部所

管のものはございません。

県債は借入金でしょう。○濵砂委員

歳入予算説明資料６○内枦保商工政策課長

ページに県債という欄がございますけど、内訳

として農林水産業債、土木債……。当部の分は

ございません。

わかりました。○濵砂委員

委員会資料の５ページの木崎浜のマリンス

ポーツ、サーフィンの愛好者を安定的に呼び込

むようにということなんですが、この伸びはど

うなんですか。結構伸びているんですか。

具体的にその数字を調べ○橋口観光推進課長

るというのはなかなか難しいところがございま

すけれども 先ほど説明の中で申しました年間20、

万人、これは平成16年に調査した時点でその程

度あるんじゃないかというふうなことで、その

時点で推計したものでございますけれども、そ

の後は、恐らく、最近のサーフィンのブームと

いいますか、そういった注目度も高まってきて

おりますので、ふえてきているのではないかな

というふうな印象でとらえております。

緊急雇用対策との関係がどうかな○濵砂委員

と思ったんですが、どうなんですか。

先ほど御説明の中で申し○橋口観光推進課長

上げましたけれども、この緊急整備といいます

のは、県外からいろんなサーフィンの方々がこ

このポイントは見えるわけですけれども、そう

いうのが多いわけですが、アクセス道が未舗装

で そこを利用される方がでこぼこのところじゃ、

走りにくいというふうな要望が非常に強いもの

がございまして、この際、こういう利用環境を

早急に整備しようということで これからのサー、

フィン環境の観光への効果というものも考えて

取り組むこととしたところでございます。

わかりました。○濵砂委員

それから、７ページ 「おもてなし日本一」の、

看板の設置、これは全部で何枚ぐらい設置をさ

れるのか、１基だけなんですか。県境歓迎板の

新設が１基ということなんですが。

県境看板につき○甲斐みやざきアピール課長

ましては、鹿児島から入ってくる、高千穂牧場

の近くがまだこういうのがございませんので、

「ようこそみやざきへ」というのを１基予定し

ております。それから、観光案内板、これはい

ろんな県内の観光地を、人がたくさん集まると

ころに掲示して設置するものでございますけれ

ども、この新設につきましては７基前後を考え

ております。これは入札をしますので、その金

額によるだろうとは思っております。以上でご

ざいます。

予定では全部で８基ですか。○濵砂委員

県境歓迎板と観○甲斐みやざきアピール課長

光案内板を合わせまして８基でございます。た

だ、県境歓迎板のほうが規模は大分大きくなる

だろうと思っております。

この中でＱＲコードを掲載という○濵砂委員

のが載っているんですが、これは既存のものに

もつけるといいなと思うんですが、本来は緊急
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雇用対策ですから、それでいいと思うんですけ

れども、看板は結構高いし、それほど効果があ

るかという問題もあるんですが、観光客に対す

る費用対効果を考えたとき、雇用対策と考えれ

ばまた別な意味なんでしょうけど、今回の歓迎

板、これにもＱＲコードも一緒に掲載するんで

すね。

はい、いたしま○甲斐みやざきアピール課長

す。携帯から情報が見れるというふうなことに

したいと思います。

雇用対策から考えれば、これをつ○濵砂委員

くっていくというのは非常に効果があると思う

んですけど、小さい看板でもＱＲというのは非

常に効果があると思うんですが、そのようなこ

ともまた含めて、今回は雇用対策ですけど、今

後の問題としてぜひ考えていただきたいと思い

ます。

。 、○武井委員 御質問させていただきます まず

最初に部長に１点お伺いさせていただきたいと

思うんですが、15億8,000万の補正を組んで、部

の中でさまざまな施策があるんですが、実際に

これを組むことで、例えば雇用がどれぐらい守

られるのかとか、今の雇用の場の確保とかにど

の程度つながるとか、この補正予算全体を部と

して組むことによって県民生活にどのようにか

かわるか、今回の補正の哲学と言ったらちょっ

と大きいんですけれども、どのような思いで決

定されたかということをお伺いしたいと思いま

す。

一番初めに御説明し○高山商工観光労働部長

ました、１ページをごらんいただきたいと思う

んですけれども、今回の経済・雇用緊急対策に

つきましては、私どもの関係するものは２つ、

経済対策と雇用対策とありまして、このうちの

経済対策の中に金融対策、公共事業等による波

及とあるわけですけれども、具体的に直接何名

雇用とはならないけれども、産業を振興するこ

とにより今後の雇用等は見込めることなど、あ

るいは例えば金融支援のように、これをするこ

とによって今の仕事が安定して雇用がそのまま

維持できるように、そういった視点のものが１

つ、それと雇用対策の２つ、ＩＴ関連産業、春

季観光ＰＲにつきましては ＩＴ関連産業に―

つきましては、具体的に研修することで、実際

人は欲しいけど、なかなかつかまらないコール

センター等とマッチングすることによって、具

体的には、単純に計算しますと、１回30人です

から、３回で90人ぐらいは研修をしていただき

ますから、うまくマッチすれば90人の新しい雇

用につながることになりますし、観光ＰＲにつ

きましては、具体的に直接３人の臨時の相談員

を雇うというようなことをやります。ですから

２点、産業の維持発展を図ることと具体的な雇

用を図る、それで構成しているということでご

ざいます。

ありがとうございました。○武井委員

では、それを踏まえて御質問をしてまいりた

いと思います。まず、２ページのものづくり産

業新事業展開支援事業なんですが、事業の内容

はよくわかるんですが、今回のまさに緊急対策

というようなものからすると、事業期間も非常

に長いものもあるわけなんですが、この事業を

行うことによって、非常にスパンの長いもので

もあると思うんですが、即効性みたいなものは

どうなのかということについて、伺いたいと思

います。

県内の製造業を中心に非常○森工業支援課長

に困難な状況に陥っておりますけれども、企業

等の御意見等をいろいろお伺いいたしますと、

受注が非常に減っているという声がかなり聞こ
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えております。その中でどういうふうな対策を

とるんですかというふうなお話を聞きますと、

、 、コスト削減を図りたい 生産効率を改善したい

、今まで以上に販路拡大の営業をやっていきたい

新製品を開発して新しい販路につなげるとか、

製品の企業としての競争力といったものを高め

たいというふうな声が聞こえている状況でござ

います。そういったものを支援するということ

でこの事業を組んだわけでございます。特に、

販路開拓の支援事業につきましては、これまで

余り取り組んでこなかった部分でございますの

、 、で 販路開拓の事業をぜひ活用していただいて

いろんなところに営業活動に出かけていって、

受注の増につなげていただきたいなというふう

に考えているところでございます。

わかりました。○武井委員

次に移ります。４ページですけれども、中小

、 、企業の件 先ほど水間委員からありましたので

重複は避けて申し上げたいと思うんですが、120

億が150億になるということで、実際にこれに

よって新たに融資を受けられる企業というのが

どの程度見込めているのか。また、先ほど40件

の否決というような話もありましたけれども、

こういったところがふえることによってもう一

回リベンジといいますか、もう一回再審査の対

象になるということがあるのか、伺いたいと思

います。

８ページをごらんいただ○古賀経営金融課長

きますと、２の保証承諾の状況の表がございま

す。セーフティネット保証（５号）の件数が822

件、保証承諾は128億円ということですので、単

純に割りますと約1,500万でございます。30億と

いうことになりますと、200社がこれによって融

資可能になってくるだろうと思っております。

それと、リベンジでございますけれども、当

然、資金繰りに困って申し込みされたわけでご

、 、ざいますので 先ほど申し上げましたけれども

経営指導なりで経営改善計画もしくは資金の償

還計画を再度、より緻密なものをつくっていく

とかいう格好で再チャレンジしていただければ

と思っております。

そのあたりが せっかく枠が広がっ○武井委員 、

たので、特に、否決されるような方というのは

非常に危機的な状況にあるんだろうと思います

ので、そういう方がより救済されるようにお願

いしたいと思います。

次に、観光推進課なんですけれども、２つ、

木崎浜と春季観光ＰＲとあるんですが、具体的

なところは置くといたしましても、いろんな事

業がある中で、なぜ、この２つだったのかとい

うことについて伺いたいと思います。例えば国

際線の強化であるとか、コンベンションセール

スの強化であるとか、緊急経済対策という面で

見たときには、私はもうちょっと別の切り口が

あるんじゃないかと思ったんですが、いかがで

しょうか。

いろんな御意見はあるか○橋口観光推進課長

と思いますけれども、まずは、これまでの要望

も大きかったサーフィンにつきましては、県と

しても、サーフィンというのを観光の新たな柱

としてこれから売り出していきたい、そういっ

たときにアクセス道がうまく通れないといいま

すか、でこぼこしてなかなか走りづらいという

、ふうなところが大きな隘路になっておりまして

そういったことを整備することでひとつやりた

いというふうなことで、こういう緊急整備事業

というのを設けたところでございます。また、

いろんな観光ＰＲ、まだ足りない部分がたくさ

んあろうかと思うんですけれども、そういう中

で緊急にＰＲ強化事業というのは、これから２
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月、３月、いろんなキャンプも来ております。

そういった中で県外客の方々にうまくこの期間

に集中的にＰＲする、そういうことで今後の県

外客の誘致にさらにつなげていきたい、あるい

はさらに県内の周遊促進にも向けていきたいと

いうふうなところで対応したところでございま

す。

多分、いろんな事業案があって、○武井委員

その中で検討されて最終的にこの２つになった

んだろうと思うんですが、先ほども話しました

が、エバー航空が相変わらず欠航を繰り返した

りとか、非常に状況はよろしくないと思うんで

す。そういった意味で、実際、どれぐらいの事

業を案として出して、その結果、この２つに落

とし込まれたのか、これが最後に残ったという

のが非常に疑問があるんですけど、その辺はど

れぐらいの案が挙がって、どれぐらいの議論が

なされたのかというのを教えていただきたいん

ですが。

観光の関係、先ほども申○橋口観光推進課長

しましたけれども、課題というのはたくさんあ

るわけでございますけれども、実際のところ、

全体のスタミナといいますか、全体の予算案の

話もございますし、それを具体的に緊急的に事

業化していくというのは、庁内としてのいろん

なコンセンサスも必要になってまいります。そ

ういったことで、当面やるべきこととしてこの

２点を挙げさせていただいたということで御理

解いただければと思います。

わかりました。○武井委員

もう一つ、みやざきアピール課のほうに御質

問いたします。先ほど、濵砂委員からもありま

したけれども、都城の吉之元町あたりだと思う

んですが、看板を設置するということなんです

が、看板業者さんとか、そうした業界への対策

というんだったらまだわかるんですけれども、

これによってどういう効果があるか、事業効果

みたいなものも非常に抽象的な感じもするんで

す みやざきアピール課で言えば フラワーフェ。 、

スタがそろそろ近づいているとかもあると思う

んですが、むしろ、そういったようなもの等で

の集客とか、そういったようなものの何らかの

強化とかのほうが、私は、看板を１個つくりま

したということよりよほど効果が高いんじゃな

いかと思うんですが、同じ質問なんですけれど

も どういったものが検討された結果これになっ、

たのか、みやざきアピール課長にお伺いいたし

たいと思います。

今回、この事業○甲斐みやざきアピール課長

を挙げました理由といたしましては、うちの課

の政策的なところにつきましては、既定あるい

は新規事業の検討をする中で、継続性を含めて

進めているわけでございますけれども、今回の

関連で申し上げますと、観光案内板の予算が毎

年大体230万はつくわけですけれども、実際のと

ころ、この金額では既存の観光案内板の修正だ

けでしか対応できない。新しい観光地がふえた

り、あるいは市町村の名前が変わったり、そう

いうことで既存の案内板も破損の補修とか、必

ずその対策が必要になってきまして、それをや

る中で、新しい看板を毎年つくる余裕がない。

そういう中で、私どもとしましては、鹿児島か

ら入ってくる県境のところ、あるいは人がたく

さん来る観光地でまだ看板のないところ、そう

、いうところが大きな課題で残っていましたので

工事的には土木工事に近い内容になりますけれ

ども、この機会にこれまでの不備なところを整

備して、観光客の受け入れを強化する基盤整備

をしたいということで計上した経緯でございま

す。
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今回の議会というのは緊急経済対○武井委員

策という中で開かれていまして、マスコミ等で

もいろんな報道があるんですが、実際、県民の

皆さんの目線に立って考えたときに、宮崎県が

緊急経済対策でいろんな事業を行いましたとい

うときに、この看板が緊急経済対策でございま

すと言われても 多分 大部分の県民の方は ど、 、 「

こがだ」みたいな、普通に考えれば、そこに疑

問を感じるんです。最初に部長にお伺いさせて

いただいたところだったんですけれども、財政

課なりから何か緊急対策を各部出しなさいみた

いな中で挙がっていったようなものなのかなと

いう気がしてならないんですけれども そういっ、

た意味では緊急経済対策として県民の皆さんが

これを見て 「ああ、そうだな」というふうには、

私はちょっと疑問があるなということは申し上

げたいと思います。以上です。

それぞれ説明をいただいたんです○星原委員

が、今、武井委員からも出たように、今回の場

合は、議会も申し入れをして、世界的な部分、

いろんな考えが出てきている中で 知事を経済・、

雇用緊急対策本部長に据えてまで、今回の補正

の出し方というのは、金融対策ということで貸

付制度はわかるんですが、ほかの説明をいただ

いたものは、本当に今の経済・雇用の情勢に対

して緊急対策として出す中身だったのかなとい

うふうに疑問に思うんです というのは ８ペー。 、

ジのセーフティネット保証の承諾状況の一覧を

見るときに、11月から12月が５倍とか伸びてい

る、ここの部分、こういう問題が起きていると

いうことをどうとらえて、金の貸し付けの部分

もあるんですが、借りなくちゃいけない中小企

業者とかいろんな人たちが求めている部分が、

こういう対策で本当に県民が納得するのかなと

いうふうに思うんですが 「おもてなし日本一」、

とか春季観光ＰＲ事業とか、木崎浜とか、ＩＴ

産業とか出されたんですけれども、これが即効

性のあるものというふうに商工観光労働部全体

として協議なされたのか。通常の事業で予算が

少なくて組めないから今回組んだという看板な

んかのことも出ましたけれども、こういうのは

、通常の予算の一般会計の中でやっているだけで

今回の場合は３カ月とか半年以内に効果が出て

くるもの、そうでないと緊急性はないんじゃな

いかなというふうに思うんです。その辺のこと

をとらえて今回のこの事業が考えられたのかな

というふうに思うんですが、これで緊急的な措

置としてとらえていいんですか、部長。

先ほどもお答えしま○高山商工観光労働部長

、 、したが 今回の経済・雇用対策につきましては

現在の仕事、雇用維持、あるいは今後発展する

ためのもの、直接雇用につながるような事業と

いうことで、先ほど武井委員の質問にも御説明

させていただきましたが、セーフティネット貸

付、確かに、これだけ承諾がふえておりますけ

ど、これはどこに原因があるかといいますと、

やっぱり売り上げが減っているとか、直接いろ

んな企業さんとお話ししても、例えば下請企業

の方は３月以降の仕事が全然めどがつかないと

。 、いう方もいらっしゃいます そういった意味で

仕事をつくるというのも非常に大事なことかと

いうこと等もありまして、観光案内板あるいは

木崎浜関係とか いろいろ仕事を供給するといっ、

た形での事業が一つはございます。

それと、ＩＴ関連につきましては、直接仕事

を探している人に、その仲立ちをするような形

で即効性はあるというふうに思っています。そ

ういったもの両方入っておりますので、ある一

定の雇用、経済の維持のところには、緊急性と

いうのには役立つんじゃないかというふうに
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思っております。

シャッターがずっと閉まってきて○星原委員

いる流れの中で、年末から商店街なんかも売り

上げが減って、非常に厳しい状況に置かれてい

るんですね。我々から見ると、町場のそういう

本当に困っている人たち、金だけじゃなくて、

、 、金を消費するとか いろんな方向に向けてとか

そういう部分も考えていかないと、この掲げら

れたようなことが、すべて必要なものだとは考

えるんですが、緊急的なもの、あるいはそこで

の相乗効果が出てくるものとしたときに、予算

として本当に補正組むことが必要だったのかな

という感じがするんです。枠の限度があって、

枠の中で割り振られたのかどうかわかりません

し、財政課なら財政課が予算をやるから挙げろ

ということなのか、皆さん方から挙げた中でこ

れだけしか認められなかったのか、それはどっ

ちかわかりませんが、今、本当に困っている人

たちに対しての効果が出るということでとらえ

ていいのかというのにはちょっと疑問が残るん

ですね。今、説明を受けましたけど、私自身は

そういうふうな感じが非常に強いものですか

ら……。一つ一つこういうことをやってどれだ

けのということは聞いてもしようがないという

ふうに思っていますので聞きませんけれども、

知事を本部長に据えてやった割には、中身がい

ただけないなというふうに思っております。そ

れについてはいろいろというのはなかなかで

、 。しょうから 考えを述べるだけにしておきます

私も全く同意見というか、前○河野哲也委員

回も質問させていただきましたけど、緊急保証

制度、10月30日から拡大されましたので、11

月、12月で九州各県で承諾件数というのは掌握

できていますか。

承知しています。○古賀経営金融課長

では、教えてください。○河野哲也委員

金額でよろしいでしょう○古賀経営金融課長

か。

件数でも、問題点がわかると○河野哲也委員

思いますので。

それでは、承諾件数で申○古賀経営金融課長

し上げます。12月26日までの状況でございます

、 、 、けれども 福岡県が１万509件 佐賀県が862件

、 、 、長崎県1,615件 熊本県6,166件 大分県1,176件

鹿児島県1,366件、宮崎県が569件です。

数を比較しても、同程度の県○河野哲也委員

があるにもかかわらず、宮崎県は非常に承諾件

。 、数が低い 相談件数は1,000件を超えているのに

。 、 、承諾が500ぐらいしかない 結局 企業の方々は

正直言って、あきらめられているという状況が

見受けられる。国から今回の緊急保証制度の対

応の仕方で指導を受けていることは端的に説明

できますか。

直接は存じ上げておりま○古賀経営金融課長

せん。

前回も言ったんですけど、40○河野哲也委員

件の拒否、非常に厳しいというか、説明はされ

ましたけれども、年末乗り切るために何とかし

ていただきたいということで、１カ月の時間を

かけて申請から細かいところまでやって、そし

て結局、却下という状況が40件も見られるとい

うことに対して、我々が危機感を感じていない

というか、40件の方々が、先ほど指導員の研修

云々とか再計画を立てさせるとかおっしゃるけ

れども、本当に間に合わない状況があるんだと

いうことを、もうちょっと危機感を持っていか

なきゃいけないんじゃないかなと。そして、商

、工観光労働部の中で出された 集中というか―

各課出す必要はないと思うんです。本当に緊急

性のあるものを事業として出しましょうという
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考え方をもっと持っていただきたいなというの

を、説明等を聞いていて非常に感じました。以

上です。

ほか、ありませんか。○十屋委員長

雇用対策をお聞きしたいんですけ○水間委員

れども、現状として、非正規、雇いどめ云々で

宮崎県の場合、去年の12月18日現在、1,200人で

すが、今の現状をどのように把握しておられま

すか。

1,200人という数字は、○金丸地域雇用対策監

厚生労働省全体で各労働局に企業等からの聞き

取り調査を進めておるものでありまして、一番

最初、11月が50社ぐらいで578人、12月が資料に

ありますとおり、120社ぐらいで1,200人、また

その後、追加調査を実施して、基本的には、先

月末の有効求人倍率を翌月末に公表しておりま

すが、そのときに継続して厚生労働省本省のほ

うで公表するということでございまして、また

月末に情報提供を受けたいというふうに考えて

おります。

今、県内でハローワークが聞き取○水間委員

りをする企業120社、県としては、今、非正規あ

るいは正規労働者が「やめていただく」という

退職勧奨というか、そんな企業は把握されてい

るのか、情報が入っているとか、ありますか。

基本的には、３月末ま○金丸地域雇用対策監

での分の調査で話はお聞きしているという状況

です。

実は自動車関連、ＩＴ関連なんで○水間委員

すが、西諸の会社でも50人を切りたいと。私に

その一人から電話が来ました 「その中に入りま。

す 私 46歳です と 会社としてはハローワー。 、 」 。

クで一堂に集めて説明会をする、そんな運びに

。 、 、なっていると それを考えたときに 県として

さっきのいろいろな話はあるけれども、そうい

う意味ではハローワークもいけないと思うんで

す。そこはちゃんとした説明をしながら……。

６カ月も認定作業を延ばすとか、そんなことを

考えているけれども、ハローワークもただ数字

だけ上げられて、西諸はいつも有効求人倍率は

いいんです。地元に帰ると「仕事がない、仕事

がない」とみんな言っているのに、有効求人倍

率はいい。ただ数字だけ追いかけているような

ことが見え見えなんだけれども、現実、ハロー

ワークで、小林、都城、どんな状況なのか、企

業としてそういうことの相談が来ているのか、

来ていないのか。月末の発表になっているかも

しれないが、きょうは景気対策の臨時議会なん

だから、せめて今の現状としては各ハローワー

クではこういう状況ですとか、各ハローワーク

に連絡して、何社がそういう状況になっている

のか……。小林のハローワークで３社ぐらいあ

ると思います。50人のそれが最高だろうと思う

んだけれども、リストラです。１月いっぱいで

すとかいう話でしたから、路頭に迷うんです。

経済対策、雇用対策をするためには、そういう

ものを早く把握をしておかないと、いざという

ときにまた路頭に迷う、そんな感じがします。

もう一点は、大学生、内定率が去年より５％

減っていますね。高校生の場合はとんとんだけ

れども、この５％の減というのは把握していま

すか。

まず、先ほどの御質問○金丸地域雇用対策監

に対する追加のお答えからさせていただきたい

と思いますが、11月までは個別の情報提供を受

けるわけにいかなかったんですが、12月18日に

宮崎労働局長を本部長、商工観光労働部長を副

本部長とする労働局の宮崎地域緊急雇用対策本

部ができましたので、その後は個別の情報提供

を受けております。ただ、個人情報に係ること
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ですので、答弁といたしましては、先ほどのよ

うなことしか申し上げられないんですが、実態

といたしましては、昨年末から派遣法に基づい

て、指針があるわけですけれども、派遣元、派

、遣先の雇用確保義務というのがございますので

特に派遣元に対しまして、派遣先との派遣契約

と派遣社員と派遣元との雇用契約は別物だと、

だから、派遣先との派遣契約がなくなったから

即解雇することのないようにということで、あ

るいは派遣先に対しても 派遣契約の解消に伴っ、

て、派遣先でのほかの仕事がないかとか、そう

いった再就職の支援を徹底するようにというこ

とで、各ハローワークに需給調整官という方が

いらっしゃいますので、そこが指導を徹底して

おられるということでございます。

それから、県内の大学生の内定率でございま

すけれども、一つは九州保健福祉大学の影響が

結構ありまして、といいますのは、福祉系は３

月31日に社会福祉士の合格発表があるんです

が、12月か１月かに社会福祉士の試験があるも

のですから、九州保健福祉大学の学生がほとん

ど就職活動に、結局、資格とセットだものです

から、その影響も毎年大きいんじゃないかなと

いうふうに言われております。ただ、内定率と

して、去年も１月でいろいろあったんですが、

二重内定の問題というのもありまして、その辺

を注視していく必要があるし、求人の出方が12

月でどうなっているかというところも注意しな

きゃいけないなというふうに思っております。

派遣会社は宮崎県内に何業者ぐら○水間委員

。 、いあるんですか これは地区割りでわかるのか

あるいは全体しか把握できないのか、そこらあ

たりはどうですか。

ことしの１月１日現在で○押川労働政策課長

派遣事業所は292事業所となっています。

県内９市の割り振りはわかりませ○水間委員

んか。

今は承知しておりません○押川労働政策課長

ので、後ほど。

ほか、ございませんか。○十屋委員長

、○河野哲也委員 知事のほうから県職員の臨時

緊急雇用ということで枠は70名でしたか、この

採用状況というのはここで掌握できているんで

しょうか。

県の臨時の関係は総務○内枦保商工政策課長

部の人事課が所管しておりますので、全体は私

のほうではわかりません。うちの部の関係だけ

はわかりますけど。

わかる範囲で。○河野哲也委員

当部のほうでは、臨時○内枦保商工政策課長

職員も既定の枠と新規でとありますけど、合わ

せまして臨時職員、今、５名を予定しておりま

す。２月から雇用する分と４月に更新する分と

ございますので、今からまだ雇用するという状

況です。募集のほうは一括、人事課で行ってお

ります。

全国のニュースの一つに、県○河野哲也委員

関係が臨時雇用ということで枠をつくっている

んだけれども、非常に希望者が少ないという実

態があるというのがあったんですが、例えばＩ

Ｔ関連産業にしても、最終的には求人につなが

るようにということですけど、果たして本当に

つながるのかというのが非常に心配な状況があ

るということを加味してもらって、先ほどの意

見ということになると思うんですけど。

。○河野安幸副委員長 １点だけ教えてください

緊急保証制度に係る相談あるいは申請、これは

どういった業種が一番多かったんですか。

保証承諾の状況で申し上○古賀経営金融課長

げますと、12月、502件の承諾があっております
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けれども、建設業が171件、構成比で申し上げま

。 、 、すと34.1％です 次に卸小売業 卸売業が54件

小売業が83件、飲食店が22件、合計の159件でご

ざいまして、構成比が31.7％。建設業と合わせ

たこれらで約３分の２を占めているという状況

にございます。

ほか、ございませんね。それで○十屋委員長

は、以上をもって商工観光労働部を終了いたし

ます。執行部の皆様には御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午後０時２分休憩

午後０時59分再開

委員会を再開いたします。○十屋委員長

本委員会に付託されました議案等の説明を求

めます。

なお、委員の質疑は執行部の説明がすべて終

了した後にお願いいたします。

。○山田県土整備部長 県土整備部でございます

よろしくお願いいたします。

説明に入らせていただく前に、一言、御報告

申し上げます。

午前中の本会議の冒頭で知事から報告があり

ましたように、西日本高速道路株式会社で事業

が進められております東九州自動車道門川―西

都間の供用時期につきまして、当初、平成22年

度末で予定しておりました高鍋―西都間を半年

ほど前に、また、平成26年度末に予定しており

ました日向―都農間を１年ほど前の平成25年度

に、それぞれ供用を早めるよう努力するという

お話が西日本高速道路株式会社からあったとこ

ろでございます。県といたしましては、用地取

得を初めとして最大限の支援を行いまして、早

期整備に向けて全力で取り組んでまいりたいと

存じますので、今後とも、委員会を初め、県議

会の皆様のなお一層の御支援、御協力をお願い

いたします。

次に、御承知のとおり、世界的な景気後退の

中で、県内でも雇用調整の動きが出るなど、本

県経済をめぐる情勢が一段と厳しさを増したこ

とから、県におきましては、昨年末に経済・雇

。用緊急対策を取りまとめたところでございます

県土整備部といたしましても、直ちに取り組む

べき対策として、県営住宅の提供を始めました

ほか、国の第２次補正予算の成立を待たずに、

県として緊急に対応すべき対策のうち、予算の

補正が必要なものについて、今回、補正予算を

お願いしているところでございます。県営住宅

につきましては、雇いどめ等を受けて住居を喪

失した方を対象に、入居相談窓口を年末に設置

しておりまして、昨日までに17名の方々から相

談があっております。このうち６名の方から具

体的な入居相談を受けておりまして、１名の方

が既に入居されたところでございます。今後と

も、国や市町村と連携しながら、住居に不安を

持たれている方々の不安解消のため、取り組ん

でまいりたいと考えております。

それでは、今回の委員会で御審議いただきま

す補正予算案の説明に移らせていただきます。

お手元にお配りしております商工建設常任委

員会資料の１ページをお開きください。今回の

補正総額は38億8,550万円であります。補正後の

県土整備部の予算は924億3,743万5,000円、前年

度同期比で101％となっております。

２ページをお開きください。まず、補助公共

事業の補正でございますけれども、道路事業が

１億4,000万円の増額であります。

次に、３ページをごらんください。４の県単

。 、公共事業であります 道路事業が19億5,400万円

河川が６億3,300万円、砂防が４億4,360万円な
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ど、合わせて34億7,060万円の増額となります。

次に、４ページをお開きください。繰越明許

費の補正であります。今回の補正は、経済・雇

用緊急対策に伴うものでありまして、一日でも

早い発注を行うため、入札手続の短縮化あるい

は随意契約の活用等を図ることとしております

、 、けれども 入札制度の透明性を高める観点から

工事の工期については標準工期を原則としてい

ることもありまして、追加分、変更分を合わせ

まして12億2,445万円の繰り越しをお願いしてお

ります。具体的には右のページ以降に記載して

おりますけれども、説明は省略させていただき

ます。

以上が当委員会で御審議いただきます補正予

算案の概要でございますが、詳細につきまして

は、各課長から資料に基づきまして説明させて

、 。いただきますので よろしくお願いいたします

なお、本日は、道路保全課長の東が病気のた

め欠席しております。かわりまして課長補佐の

菓子野が御説明いたしますので、よろしくお願

いいたします。

私からの説明は以上でございます。

。○山﨑道路建設課長 道路建設課でございます

当課の補正予算について御説明いたします。

委員会資料の８ページをお開きください。当

課の補正予算額は、１億2,500万円の増額をお願

いいたしております。補正後の予算額でござい

ますが、235億7,201万7,000円となります。

９ページをごらんください。補正予算の内容

でございますが （事項）県単特殊改良費であり、

ます。具体的な内容でございますが、幅員の狭

小区間での待避所設置及び視距の改良工事を岩

戸延岡線、西都南郷線など８カ所で計画いたし

ております。

道路建設課は以上であります。

道路保全課でご○菓子野道路保全課課長補佐

ざいます。当課の補正予算について御説明いた

します。

お手元の委員会資料の10ページをお開きくだ

さい。当課の補正予算額は、19億6,900万円の増

額をお願いしております。補正後の予算額は159

億4,268万3,000円でございます。

以下 主な事業の内容を御説明いたします 11、 。

ページをごらんください （事項）県単交通安全。

施設整備費であります。これは、区画線やガー

ドレール、視線誘導標などの交通安全施設の整

備のため、２億2,200万円の増額であります。

、（ ） 。次に 事項 公共道路維持事業費であります

これは、国庫補助の決定に伴い、トンネルや橋

梁の防災対策等を行うため、１億4,000万円の増

額であります。

続きまして、12ページ （事項）県単舗装補修、

費であります。これは、道路舗装補修や打ちか

えなどを行う事業でありますが、早急に修繕が

必要な箇所について、２事業合わせて11億300万

円の増額であります。

道路保全課につきましては、以上でございま

す。

河川課でございます。当課の○岩切河川課長

補正予算につきまして御説明いたします。

お手元の委員会資料の13ページをごらんくだ

さい。当課の補正予算は、６億3,300万円の増額

をお願いしております。補正後の予算額は217

億7,856万5,000円となります。

次に 補正予算の内容でございますが 14ペー、 、

ジをお開きください （事項）県単河川改良費で。

あります。これは、県管理の河川のうち、国庫

補助の対象とならない局部的な河川の改修など

を実施するための事業でありますが､今回の補正

は、主に河川内に堆積した土砂の除去を実施す
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るものであります。

河川課につきましては、以上であります。

砂防課であります。当課の補○桑畑砂防課長

正予算について御説明いたします。

お手元の委員会資料の15ページをお開きくだ

さい。当課の補正予算額は、４億4,360万円の増

額をお願いしております。補正後の予算額は53

億5,460万3,000円となります。

以下 内容について御説明いたします 16ペー、 。

ジをお開きください （事項）県単公共砂防事業。

費であります。説明欄１の県単砂防等修繕事業

は、災害復旧事業の対象とならない砂防施設及

び地すべり防止施設の修繕等を実施するもので

ありますが、今回、既設砂防施設の補強や砂防

堰堤の除石等に係る経費としまして、４億4,360

万円の増額をお願いしております。

砂防課は以上でございます。

港湾課であります。当課の補○竹内港湾課長

正予算について御説明いたします。

委員会資料の17ページをごらんください。当

課の補正予算額は、一般会計で４億1,000万円の

。 、増額をお願いしております 補正後の予算額は

一般会計と港湾整備事業特別会計を合わせまし

て76億5,614万2,000円となります。

以下 その内容について御説明いたします 18、 。

ページをごらんください。まず （事項）港湾維、

持管理費でございます。この事業は、港湾施設

の維持管理に要する経費でございますが、臨港

道路や護岸の補修などの費用として３億2,500万

円の増額をお願いしております。

次に （事項）県単港湾建設事業費でございま、

す。この事業は、補助事業の対象とならない護

岸の改良などの建設に要する経費でございます

が、8,500万円の増額をお願いしております。

港湾課につきましては、以上でございます。

公園下水道課でありま○平田公園下水道課長

。 。す 当課の補正予算について御説明いたします

お手元の常任委員会資料の19ページ、公園下

水道課をお開きください。当課の補正予算額

は、3,000万円の増額をお願いしております。補

。正後の予算額は８億9,151万4,000円となります

以下、内容について御説明いたします。次の

ページをお開きください （事項）県単都市公園。

整備事業費であります。これは、都市公園にお

ける高木の剪定や植栽、芝張りかえ及び施設の

補修等を行い、都市環境の整備を図るもの

で、3,000万円の増額であります。

公園下水道課につきましては、以上でありま

す。

建築住宅課であります。○藤原建築住宅課長

。当課の補正予算につきまして御説明いたします

お手元の委員会資料の21ページをお開きくだ

さい。当課の補正額は、6,190万円の増額をお願

いしております。補正後の予算額は28億3,378

万4,000円となります。

22ページをお開きください。今回補正を行い

ますのは （事項）県営住宅管理費であります。、

これは、県営住宅の入退居事務の管理や建物の

維持管理のために必要となる修繕等に要する経

費でありますが､今回の補正では、県営住宅６棟

の老朽化している屋根防水の改修工事を実施す

る計画であります。

建築住宅課は以上であります。

営繕課であります。当課の補○佐藤営繕課長

正予算について御説明いたします。

委員会資料の23ページをお開きください。当

課の補正予算は、２億1,300万円の増額をお願い

しております。補正後の予算額は11億2,447

万3,000円となります。

24ページをお開きください （事項）庁舎公舎。
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等管理費であります。これは、庁舎公舎等の維

、 、持補修を行うものでありますが 今回の補正で

老朽化により能力が低下している空調設備の更

新工事等を行う経費として、２億1,300万円を計

上しております。

営繕課は以上であります。

ありがとうございました。それ○十屋委員長

ぞれ御説明いただきましたが、質疑はございま

せんか。

ちょっとお聞きいたしますが、今○水間委員

回の全体の補正、緊急対策で64億2,000万何がし

のうちの県土整備部が38億9,000万ですか、約40

億という補正額の緊急対策ですが、この中で、

早期な工事の発注を含めて必要だと思うんです

けれども、箇所づけが今からなんでしょうが、

速やかに工事の発注ができるものかどうか、そ

して約40億の景気対策がどのように反映される

のか、１月末には発注できるのか、あるいはこ

れが２月になっていくのか、年度末になってい

くのか、どういう状況でしょうか。

私ども、今回の臨時の補正に○持原管理課長

当たりましては、まず、一つには経済・雇用の

緊急対策であるということで、事業の選択に当

たりましては、早期に発注が行えるものをピッ

クアップしたということでございます。そして

なおかつ、発注に当たりましては、既存の予算

で既に並行して発注手続の準備を進めていると

ころでございまして、議決をいただければ速や

かに発注ができるというような体制をとったと

ころでございます。以上でございます。

ということは、入札制度改革に伴○水間委員

う、また、景気の急激な減速状況、今、建設業

界、本当に大変なことになっているわけであり

ますから、今おっしゃったように、早期に工事

の発注ができる、それが入札制度改革を含めて

総合評価云々、あるいは今度１月から始まりま

した地域要件云々を含めて、今、課長がおっ

しゃった、有効に使って一日も早い景気対策を

お願いしたい。今の状況は、余り言うと業界の

肩持ちみたいな表現になりますけれども、現実

に我々、いろいろ歩いてみて、本当にどうしよ

。 、うという話を聞くんですよ そういう意味では

入札制度改革の見直しを訴えられた業界の皆さ

んからすると、もうちょっと何か早期な経済対

策はないものかと、それを心待ちにされておる

のが現状ですので、現実、早く対応ができます

か。

今、資料をお配りいたしたい○持原管理課長

と思います。先ほど申しましたように、まず、

今回の経済・雇用緊急対策ということで、事業

選択の段階で早期に事業効果が出るようなもの

をピックアップさせていただいたというのが１

点、それと執行段階において早期に事業効果が

出るような方策を講じるというのが２点目でご

ざいまして、今、お手元に配付しております資

料は、今回、議決をいただければ業界等に向け

てこういうメッセージを出そうということで準

。備しているものを配付したところでございます

まず１番には、入札手続の短縮等による早期

発注を配慮してまいりたい。これにつきまして

は、通常でいいますと、5,000万以上の工事であ

れば見積もり期間、入札公告の期間が15日以上

ということになっております。5,000万未満で10

日以上ということになっておりますけれども、

これについて、緊急やむを得ない場合について

は５日以内に限り短縮できるというような例外

規定がございますので、そういうものを地域の

実情に応じて適用していこうというようなこと

で、可能な限り入札公告の期間について短縮を

行いましょうというのが１点目です。
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それから、総合評価については、標準型等に

つきましては、一定の技術的な計画を練る期間

が必要ですので、簡単なもの、特別簡易型、今

回、年明けから、いわゆるきのうからやろうと

しています特別簡易な総合評価、これにつきま

しては、基本的に短縮を行いましょうというよ

うなことを考えております。

その他、一定の基準に基づいて工区分割をい

たしますけれども、比較的少額なもの、例えば

工事で250万未満のものについては、随契を活用

して早期に発注していこうというようなことも

考えているところでございます。

それから、２番目、受注機会の確保というこ

とで 受注できていない業者さん等も地域によっ、

てはいらっしゃいますので、地域の実情に応じ

まして、いわゆる２等級またがりで混合入札を

やっておりますけれども、それにかかわらず、

上位の等級ランク業者を入れたような混合入札

適用を検討していこうということにいたしてお

ります。

そのほか、総合評価落札方式を活用していこ

うということで、その中で、先ほど申しました

地域企業育成型につきましては、昨年の12月の

委員会で50件程度適用しましょうということに

しておりましたけれども、これについて、今回

の補正分について、さらに50件程度プラスして

地域企業育成型をやっていこうというようなこ

とを計画しているところでございます。

それから、特別簡易型につきましては、災害

型を適用いたしまして、より地域貢献度の高い

業者さんが受注しやすいような環境をつくって

いこうということにいたしております。

それから、雇用の創出というようなことで、

今回の対策は、基本的には経済対策ということ

でございますけれども、全体の枠組みが雇用の

創出も図ろうというようなことでございますの

で、建設工事業務委託の中身について、より多

くの現場従事者の雇用につながるような検討を

しようということで、下のほうに河川護床工と

か例示を掲げておりますけれども、いわゆる労

働集約型の、人をたくさん雇用するような工事

を発注段階でいろいろ工夫していこうというよ

うなことにも取り組んでまいります。

４番目に、事務処理の迅速化ということで、

これは当然のことでございますけれども、建設

業者のほうに早期に支払い等あるいは検査がで

きるように、契約の締結、工事検査、支払い、

それぞれ早期にやっていこうという号令をかけ

たところでございます。

５番目に、そのほか、元請業者への依頼とい

うようなことで、当然、請負ですので、下請業

者さんを使う、あるいは資材を購入するという

ようなことがございますので、これにつきまし

ては、従来からいろいろなお願いをしておった

ところでございますけれども、さらに県内業者

への下請、あるいは県内資材業者からの材料購

入等を広く呼びかけていこうということにいた

しております。それから、非常に厳しい状況が

出ておりますので、その辺の下請の保護、ある

いは20年度の予算で建設業者ホットラインとい

うことで、いろいろな業法違反等の情報があり

ました場合には、ホットラインを活用して小ま

めに情報をつないでいただくというような措置

をとったところでございます。

以上、執行段階のそういう配慮につきまして

は、20日付でもう既に出先機関のほうには通知

をいたしておるところでございまして、今回の

貴重な財源措置が生かされるように、執行段階

でも十分配慮をしているところでございます。

さらにまた 業界のほうにもそういうＰＲを図っ、
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てまいりたいというふうに考えております。以

上でございます。

こういうことなんですよ。特に私○水間委員

が気にしたのは、４番の、せっかく40億の緊急

対策だから、契約の締結を速やかにやれる、検

査も、そして支払いも早くやれるというような

状況を出していただきたい。

もう一つは、下請業者のほう、これは大事だ

と思うんです。今度、建設業者ホットラインを

設置されるということですが、これは今までは

なかったんですか。

、○持原管理課長 相談窓口というようなことで

土木事務所あるいは私どもの管理課のほうでそ

ういう相談は受け付けておったところなんです

けれども、より通報がしやすいような形で専用

の回線を設けさせていただいたということでご

ざいまして、来年度から再任用的な専門の職員

も配置しまして、より細かな指導を行っていく

ということにしております。

ちょっと例を言いますと、公共事○水間委員

、 、業をいただいた それで商店に品物を発注する

その品物の値段をたたくんですよ。自分も赤字

覚悟でとってこられたんでしょう。そんな話が

あるんです その品物を これはおかしいんじゃ。 、

ないか、おれが頼んだやつとは違うと。結局、

そうやって頼みながら、公共事業の積算の違い

を商店のほうへ難癖つけて、泣くのはこの人た

ちなんです。品物を買っていただくからしよう

がないんだけれども、しかし、中間的に受注し

た業者が商店を泣かしてしまう。これも一つの

悪循環。そういう意味では建設業者ホットライ

ン、ここらあたり、的確な判断をしていただく

ような、また、うまく県土整備部として吸収し

ていただいて、業者にはちゃんと指導ができる

ような方向でひとつお願いします。この景気対

策が本当に速やかに執行されることと、このこ

、 、とで40億が80億になったり あるいはその３倍

４倍になっていくような方向の来年度の予算へ

の措置も考えていただければなと思います。以

上です。

ほか、ございませんか。○十屋委員長

ちょっと見方を教えてください。○濵砂委員

説明資料２ページの１月補正額の補助公共事業

１億4,000万は、21年１月臨時県議会提出予算事

項別明細書の45ページのどこに入るんですか。

ただいま指摘が○菓子野道路保全課課長補佐

ございました資料の45ページ、２の道路維持費

がございます。その中で（道路保全課）という

ふうに書いてございますけれども、公共道路維

持事業費１億4,000万円でございます。

ちょっと細かいんですが、45ペー○濵砂委員

ジの県単道路維持調査費１億3,600万円、これは

維持調査だけに１億3,600万なんですか。

今回お願いして○菓子野道路保全課課長補佐

おりますのは、都城土木事務所で３件ございま

、 、 、して 流域の調査 工事を実施する事前の調査

そして設計の予算でございます。また、西臼杵

支庁でトンネルの変状調査、道路標識台帳とか

道路照明台帳、植栽台帳等の整備のためにこの

予算をお願いしているところでございます。

維持調査費にこれだけの金額を使○濵砂委員

うということですね。先ほどのお話のように、

即景気・雇用対策になるという意味合いのもの

なんですか。

今回、私ども、○菓子野道路保全課課長補佐

、 、予算を作成する段階で 早期に着工できるもの

経済・雇用対策に資するものという観点から考

えておったところなんですけれども、排水路設

計とか流域調査は次の事業を行うための事前の

準備の事業になります。これは直接的には直ち
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にということではございませんけれども、これ

に基づきまして、早期に次年度の発注等もでき

。るというふうに考えておるところでございます

繰越明許が13件の12億円発生して○濵砂委員

いるものですから、今の現状では早急に発注で

きるものが好ましいと思ったものですから聞い

てみたんですが。

もう一つ、道路維持費なんですが、県単舗装

補修費11億円なんですが、これは、県内全域の

舗装ということになるんですか。

今回、土木事務○菓子野道路保全課課長補佐

所11事務所ございますけれども、全域で実施す

る予定にしております。

箇所は何カ所ぐらいで、延長はど○濵砂委員

のくらいなんですか。

全体で48カ所と○菓子野道路保全課課長補佐

いうふうに考えております 延長のほうは約31.4。

キロというふうに考えておりまして、補修関係

で18キロ、打ちかえ関係で12キロというふうに

考えております。

県単交通安全施設整備費が２○濵砂委員

億2,200万、これは件数にしてどのくらいあるも

のですか。

交通安全関係で○菓子野道路保全課課長補佐

すけれども、33カ所を予定してございます。

46ページの道路新設改良費の県単○濵砂委員

、 。特殊改良費１億2,500万 これはどこの分ですか

先ほど説明しました県単○山﨑道路建設課長

の特殊改良事業、部分的な拡幅等を行う事業で

ございます。

どこの分。○濵砂委員

先ほど御説明しました西○山﨑道路建設課長

都南郷線とか岩戸延岡線、合計８カ所。

それからもう一件、49ページ、港○濵砂委員

湾管理費、港湾維持管理費の中の委託料が2,500

万円、これは設計なんですか。工事請負費が３

億円のうちの委託料が2,500万、かなり高いんで

すが、１件だけじゃないんですね。

。○竹内港湾課長 調べましてお答えいたします

では、続けて、51ページ、公園費○濵砂委員

の中の委託料の1,450万円、工事請負費が1,550

万円なんですが、委託料はどういう内容なんで

すか。

委託関係におきまして○平田公園下水道課長

は、高木剪定とか林床整備等でございます。

林床整備というのは。○濵砂委員

高木の下のほう、灌木○平田公園下水道課長

なんかを取り除く作業でございます。

工事請負費の1,550万円というのは○濵砂委員

どういうのですか。

、 、○平田公園下水道課長 張り芝とか 植栽とか

屋根材の補修等、トータルでございます。

件数にしてどのくらいのものです○濵砂委員

か。

工事は８カ所でござい○平田公園下水道課長

ます。

委託料と工事請負費が大体同じよ○濵砂委員

うな金額になっておりますが、委託料は何件ぐ

らいなんですか。

委託が６カ所でござい○平田公園下水道課長

ます。

今回、経済・雇用対策ということ○星原委員

で、全体で64億円余となったんですが、県土整

備部として、今回の経済・雇用緊急対策という

ことでの部分で、上げたとおりがそのまま出て

。 、きたものなんですか 数字的には上げておって

最終的な結論がこの38億円余になったところな

んですか。

結論的には、精いっぱい頑張○持原管理課長

らせていただいたということでございます。景
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気効果が早期に発現できるものを選んだという

御説明をしましたけれども、説明の中にありま

したように、前倒しで実施するといいますか、

後年度予定されておった事業のうち、今まで非

常に厳しい財政状況の中で、要求はあるんだけ

れども実現できなかったようなものがたくさん

来年度事業で控えておりますので、そのうち早

期に効果が発現できるようなものをピックアッ

プしたと。すなわち、用地交渉から入って、用

地を取得して、工事を実施するというようなこ

とになりますと、効果が早期に発現できないと

いうこともございますので、道路建設課等の一

部の事業を除きまして、用地あたりは必要がな

い、あるいは既に取得しているようなものを中

心にピックアップしたところで、県土整備部と

しては、限られた時間の中で精いっぱい頑張っ

たところでございます。

今回、河川の堆積土砂除去という○星原委員

のが出ているものですから、多分、県内どこの

。 、河川もかなり堆積しているわけですね だから

そういうものに向けて今回、予算を上げて、そ

の範囲内で予算を組まれたものだったのか、予

算は上げたけれども、最終的には何割か切られ

たのかなと思ったものですから。その辺はどう

だったんですか。

選定に当たりましては、今回○持原管理課長

の補正の趣旨にかんがみまして、生活に身近な

道路の落石防止でありますとか、17年災以来積

もっております河川の堆積土砂の除去というよ

うなことで、地域住民に不安を与えているよう

なもの、基本的には防災対策、それともう一つ

は中山間地域における生活環境の改善というよ

うなことで、県民生活の向上に即つながるよう

なもの、そういうものを中心にピックアップさ

せていただいて、なおかつ、経済対策の観点か

ら早期に着手できるようなもの、それと、もう

１月末でございますので、来年度事業との絡み

もございますので、来年度、補助事業として予

定している箇所もございますので、そういうも

のとのバランスも考慮しながら、土木事務所ご

との配分というのは十分バランスをとっていき

たいというふうに考えておるところでございま

す。

御質問いたします。箇所づけがい○武井委員

、 、ろいろと出て 先ほど県道岩戸延岡線でしたか

いろいろ御説明もあったんですけれども、実際

に県内のバランスみたいなものはどのように配

慮して、現実的にどのような状況になっている

かをお聞かせください。

今回の38億8,550万円の補正の○持原管理課長

、 、対象といたしまして トータルでは今のところ

契約ベースで400件ぐらいの発注を考慮している

ところでございます。そのうち各土木事務所、

一部港湾事務所とか県全体で考えている部分も

ございますけれども、多いところで50件程度、

平均しますと30件弱ぐらいの発注になるんじゃ

ないかなと見込んでおります。

ちなみに、一番多い50件はどこに○武井委員

なりますか。

17年災の名残等もございます○持原管理課長

日向土木でございます。

わかりました。○武井委員

次に移りますが、先ほどいただいたペーパー

のほう、雇用の関係で、雇用が多く見込めるよ

うな建設工事をというような話がありまして、

その趣旨は非常によろしいと思うんですが、こ

ういったところで一時的にも雇用される人が出

てくるわけですが、例えば、建設工事において

も派遣切りに遭った人を雇用するであるとか、

何がしかのそういったことを要請するとかとい
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うようなことはあるんですか。専門的な、技術

的なところもあるので難しい部分もあるかとは

思うんですが、人が多く必要な工事、その人と

いうのをどういうふうな感じで、臨時的にも雇

用するということについて、県から何がしかの

指針が業者に出るということはあるんでしょう

か。

私ども、内部的には、先ほど○持原管理課長

お手元に配付しました、より詳細なものを土木

事務所に既に通知をいたしておりますので、そ

ういう趣旨というのは発注機関において十分承

知がいっておるところでございますので、それ

ぞれ発注機関において、下請業者への発注ある

いは資材業者さんへのお願い等を含めて、そう

いう周知は図れているのかなというのが一点。

それから、先ほども説明いたしましたけれど

も、こういうことで県は今回の補正を組み、発

現効果をねらっているんだというメッセージを

業界団体にも通知いたしまして、それを傘下の

建設業者さんにも伝えていただくというような

二面で考えているところでございます。

改めてその辺の通知の徹底お願い○武井委員

したいと思います。

県住の件でございますけれども、今、雇いど

めをされたというような方があったりして、実

際にそういった方で、具体的な入居に対しての

相談とか、入居するというのはどういったよう

な状況なのか、お聞かせください。

先ほど、部長がちょっと○藤原建築住宅課長

御説明いたしましたけれども、現在、相談を受

けておりますのが17名の方でございます。この

、うち非正規職員の方が11名含まれておりまして

そのほか正規職員の方が１名、あと私どものお

尋ねにお答えいただけなかった不明という方が

５名いらっしゃいますが、基本的には非正規職

員の方が11名含まれているという状況でござい

ます。

その対策の中で、これは部として○武井委員

は総務部になると思うんですが、公務員住宅と

か県の職員が入られるようなところの開放とい

うようなことも、施策として挙がっていたかと

思うんですが、実際に住居に困窮している方に

とってはどこに住むかというのは余り それ―

がどういう住宅であっても住居は必要だという

ことであるわけですが、そういった総務部との

、連携みたいなものはどのようになっているのか

お聞かせください。

当面は県営住宅等で対応○藤原建築住宅課長

するということにいたしておりますけれども、

県営住宅につきましても、一方では労働省管轄

の雇用促進住宅というのがございますので、こ

ちらのほうは労働局が所管しておりますけれど

も、このあたりの相談件数ですとか、私どもの

ほうの県営住宅の相談件数、このあたりで絶対

数が不足するというふうな状況の場合におきま

しては、先ほど委員がおっしゃった職員宿舎等

の提供ということも予定をしております。

今のお話を聞きますと、現状では○武井委員

まだ絶対数が不足している状況にはないという

理解でいいということでよろしいですか。確認

です。

当初はもう少し多いのか○藤原建築住宅課長

なという気もしていたんですけれども、本県の

就業の形態と他県の状況とは少し異なりがある

のかなというふうに考えております。日立プラ

ズマディスプレイ、国富町の件も、幾つかお問

い合わせをしても 実質的には非正規職員の方々、

が職員宿舎に入居されているケースというのは

比較的少ない、あるいは近郊から通勤されてい

る方が非常に多い、そういう背景等ございまし
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て、解雇されたにもかかわらず、住居の場まで

。失うというケースは比較的少なかったのかなと

そういった状況が今回の相談件数にあらわれて

いるのかなというふうに考えています。ただ、

時期の問題も一方ではございまして、１月末の

解雇が予定されているとか、あるいは２月、３

月末とか、そういった声も聞きますので、数と

しては今後少しふえる傾向にはあるのかなとい

う感じは持っております。

、○星原委員 今回の経済・雇用緊急対策の中で

今までと同じ形で最低制限価格というのは80か

ら85％の範囲で来ていますね。同じとらえ方で

いいんですか。

混合入札等の活用というよう○持原管理課長

、 、 、なことで 一定の あるいは県内業者への発注

例えば舗装工事あたりで1,200万未満のものにつ

いて、県内業者へ優先発注するというような取

り組みはいろいろ考えておるところでございま

すけれども、最低制限価格につきましては、従

来の取り扱いでまいりたいというふうに考えて

おります。

九州管内を見たときに、私が調べ○星原委員

ているのでは、宮崎県が82～83％のところで一

番低くて、次は佐賀県が88％ぐらい、あとは平

均落札率が90％を超えてきている 要するに７～。

８％から10％ぐらい差があるわけです。その辺

が多分一番の課題になっているのかなというふ

うに思うんです。仕事はとっても、利益が出な

ければ、要するに物を買ったり、いろいろ景気

対策になっていくのかなと。商店街あたりで利

益が出れば買いかえをしたり いろんな物を買っ、

たりとか、あるいは下請に対しての発注の仕方

も少し変わったりとかするわけですが、仕事が

少ないので、厳しい、目いっぱいのところで競

争していくと、どうしても数字がその辺になっ

てくる。そうなるとなかなか利益が出ない。事

業としては仕事をするわけですけれども、業者

だけの部分じゃなくて、我々から見たら、地域

の商店街あたりにも利益が出ることで金が回っ

ていく形になるのかなという感じがしまして、

今回の64億の中で約40億近い金が回っていって

も、そういう形で回ると本当の景気浮揚につな

がっていく形になってくるかなという懸念がさ

れるわけですよ。その辺についての考えとか、

そういったことは出なかったのかなという感じ

がするんですが、その辺の検討はされたものな

んですか。

短期間での経済・雇用の対策○持原管理課長

でありましたので、検討過程では俎上にはのり

ましたけれども、最終的には、発注の段階では

総合評価方式の活用であるとか、特に地域企業

育成型を始めたばっかりですので、あの辺の動

向、そういうものも見ていこう、あるいは混合

入札を地域の実情に応じて対応していこうとい

うようなことで今回は考えているところでござ

いまして、おっしゃいます落札率が低い状況に

あるというのは十分承知しておるところでござ

いますので、その辺は今後の全般的な検証・改

善の中で、少しでも改善をしていこうというふ

うに考えておるところであります｡

、○星原委員 くどいことは言いませんけれども

公共事業は地域経済を支えてきたという感じで

過去ずっと来ていたわけですね。そのころは指

名競争もあって95％前後で来ているから、ある

程度企業としても利益が出て、それを従業員に

、 、 、対してとか 下請に対してとか いろいろ配分

あるいは商店街で物を買ったりとか、そういう

形になってくるわけなんですが、今回なんかの

場合も、こうやって臨時で補正を組んで、要す

るに経済対策とうたうんであれば、多少利益が
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出るような形の持っていき方もどこか一方では

考えておかないと、確かに生活の利便性は上が

るんでしょうけど、金が地域を回るのかなとい

うことでは、非常にその辺を懸念するものです

から……。九州のほかの県の平均が90％を超え

たりしているとなれば、90％ぐらいに上がると

すると、今の県のパーセントが83.何％ぐらいだ

と思いますから、そこに７％ぐらいの利益が出

てくるような形になれば、その分がまた地域を

回るような形にもなるんじゃないかなと私自身

は思うものですから、検討の材料でただ公平公

正で競争させて、落札率がその辺で、仮に仕事

がないからということで落としていけば、地域

全体の経済効果があるのかと懸念するものです

から、もし、検討できるのなら、その辺に向け

ても再度検討いただければありがたいというふ

。 。うに思っています これは要望にしておきます

濵砂委員への答弁をまだいただ○十屋委員長

いていないんですが、竹内港湾課長、御答弁、

よろしいですか。

濵砂委員からありました事項○竹内港湾課長

、別説明資料の46ページの委託料につきましては

３件含んでおりまして、１件は側溝等の清掃の

委託、あと２件につきましては設計でございま

して、その設計の１件につきましては、ことし

工事をする分の設計でございます。もう一件に

つきましては、緊急ということで、来年早々に

工事をする分の設計の委託でございます。以上

でございます。

ほか、ございませんか。○十屋委員長

それでは、以上をもって県土整備部を終了い

。 。たします 執行部の皆様には御苦労さまでした

暫時休憩いたします。

午後１時53分休憩

午後１時57分再開

委員会を再開いたします。○十屋委員長

先ほど話しましたように、委員会の採決であ

りますが、きょう、直ちに採決を行うことに御

異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、採決を行いたいと思○十屋委員長

います。

議案第１号について、原案のとおり可決する

ことに御異議ございませんか｡

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

御異議なしと認めます。よって○十屋委員長

議案第１号については、原案のとおり可決すべ

きものと決定いたしました。

、 。次に 委員長報告骨子案についてであります

委員長報告の項目として特に御要望はございま

せんか。

商工観光労働部関係では、セーフ○水間委員

ティネットのあり方、貸し渋りにならない、金

融機関の指導というのを徹底してやっていかな

ければ、実際の話、困った人たちがはねられて

いる実情を聞いていますから、そういう意味で

は金融機関の指導というのを徹底して、せっか

くのセーフティネットですから、その趣旨を生

かしていただきたい。

それと、県土整備部についても、早急な発注

ができる、そして受注機会が広がる、さっきの

話じゃないんですが、ある意味、採算性の合う

発注のさせ方というんですか、そういうのも大

事だろうと思うので、そこを委員長のほうで後

を考えてください。

先ほど、商工観光労働部の中で質○武井委員

問をしたんですが、例の県境歓迎板、本当に緊

急経済対策と言えるのか疑問であるような事業

も一部見受けられたというようなことはどうで
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しょうかね。何らかそれについては……。

暫時休憩いたします。○十屋委員長

午後１時59分休憩

午後２時５分再開

委員会を再開いたします。○十屋委員長

委員長報告につきましては、正副委員長に御

一任いただくことで御異議ございませんか｡

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにいたした○十屋委員長

いと思います。

そのほか、何かございませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

。○十屋委員長 以上で委員会を終了いたします

午後２時５分閉会




